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技
術
.
の
へ
變
化
は
-
體
加
何
な
る
邂
過
を
迎
る
も
の
が
タ
通
常
こ
の
過
程

' . 

一
は
發
明
•

#

用
そ
し
す
膚
及
と
：い
ぅ
淳
つ
.
の
段
階
：に
分
割
ざ
れ
る
沢
、
：
最.

 

、後
の
普
及.
の
過
程
芯
瀾
し.
て
は
從
來
少
じ
象
ら
れ
て
い
：な
い
.
が
ら
つ̂

.

術
が
嘗
て
波
及
し
て
行O'
た
脱
況
支
檢
討
し
て
：見
た
い
0

.

こ
.の
場
合
外
國 

職
人
の
'
招
聘
に
依
つ
て
新
技
術.が
移
入
さ
れ
、：
又
時.に
は
旅
忙
者
が
：外
國.

_

.

 

_

技
術
の
導
入
ー
に
貢
獻
;^

だ
、
と
も
あ
っ
た
が
r
:
;然

し

迫
; #

を
避
计
てt

命 

し
'

た
新
教
徒
が
技
術
の
傳
播
に
お
い
て
艰
し
た
役
割
に
：は

.
遠
く
及
ば
だ
か.

X

つ
た.
か
：ら
、.新
敎
微
が
膝
咖
し
た
ニ
：
つ
の
場
合
に
.っ
い
て
按
術
發
膨
の
齋 

..
過
を
示
す
こ
と
に
す
る
-o
.. 

: '

'

.

..'
■
■ 

.

一
五
八
五
年
容
グ
シ
ト
ヮ
：
丨
プ
が
陷
落
レ
た
が
、

h

こ

れ

は

北

ネ

ー

ザ

ー

. 

.

.

ラ
シ
ド
に
と
つ
ゴ
劃
期
的
な
出
來
廉
で
あ
つ
た
^

ス
ぺ
ィ
ジ
の
重
壓
釔
避 

•

け
：て
渐
敎
徒
は
ポ
I

ラV

ド
、■
ジ
I

ラV

ト
の
.
ニ

地

方

べ

移

法

し

、
'
か

く 

，
し
て
州
內
の
各
他
に
早
く
も
毛
織
物
生

.落
の
展
開
を
見
た
°

特

.
に

ア

ム

ス

.

テ
ル
ダ
ム
，

口
ッ
テ
ル
ダ
ム
、.ハ
I

レ
ム
及
び
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
繁
榮
が
目

七
ニ 

(

八
5

〕

• 

-
i
'、 

- • 

.

. 
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_ 

.

.»
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j

覺
:c

又
前
貸
制
に
依
っ
：

p

薪
镡
の
毛
織
褒
大
量fc
生
；產
さ
れ
る
ょ
ぅ 

‘

に
な
っ
た
が
、
オ
ラ.ン
ダ
以
外
の
諸
地
か
に
亡
命
し
た
新
敎
歡
の
^

n

に
. 

•
關
し
て
も
亦
剖
目
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た

0

,

例
え
ば
ィ
ギ
リ：

ス
に
來
住
七
た
新
敎
徒
に
っ
い
て
で
あ
A

が
、.

亡
命
者
.' 

.

は
ロ
ン
ド
ゾ
に
約.
一
豸
入
、
ノ
 _

リ
ッ
チ
に
四
千
人
か
ら
六
千
人
、コル 

,

チ

,-
.
ス
タ
.
丨
に
約
千
三
？0:人
4

い
っ
.
：た
具
合
に
大
擧
し
て
來
住
し
、
又
サ
.

>■

ン>

ゥ
ィ
ッ
チ
：、.
.̂

ン
タ
ー
ぺ
,1
;

|

、
サ
ザ
ン
，ブ
ト
ゾ
そ
の
他
に
も
多
く 

:

蜻
集
し
X

爾
後
の
經
濟
發
展
に
ぶ
け
る
重
要
允
指
導
者
と
な
っ
た
の

‘
で

あ
. 

:-
;

っ̂

.

ィ
ギ
リ
ス
に
幾
献
も
の
晚
を
持
っ
複
雜
な
織
機
を
紹
介
し
た
の
は

. 

實
に
と
の
新
教
徒
で
あ
り
、
又
仕
上
や
染
色
の
.
設
備
が
完
成
ざ
れ
て
、
毛 

■
織
物
が
未
仕
上
の
儘
で
轍
出
さ
れ
な
く
な
づ
た
'
の
も
同
じ
新
教
徒
の
重^ :
■ 

な
功
績
.の
一.
っ
.に
®

し
た
.
の
で
あ
る0
.

移
住
者
は
多
く
同
職
紐
合
の
.策
縛 

.

を
避
け
て
農
村
に
進
出
し
、
ぺ
同
職
組
合
が
許
可
し
た
數
を
相
當
に
上
鸡
る 

..
•

大
量
の
職
人
を
前
貸
制
に.侬
っ(

て
統
率
し
、
薄
手
の
毛
織
物
の
生
產
に
_

' 

.
,
'
■•

出
じ
た
ば
か
り
で
林
な
い;:
0
.こ
の
人
々
が
傳
え
た
生
絲
を
緩
る
新
方
法
は 

!■
.
ィ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
早
く
も
實
用
に
供
さ
れ
、
絹
織
物
の
生
產
が
急
遠
.に 

.

■■
:

し
、
例
え
ば
：ロ.ソ
ド
ソ
に
お
：い
て.は

在

來

の

毛

織
#)
:

や

麻

織

物

の

生
 

.
產
を
讓
倒
す
る
：程
で
あ..っ
た
し
、
又
メ
ー
ド
ス
ト
ー.

\

は
縫
絲
の.
產

出

地
.

•

.
と
し
て
著
名
と
な
り：'
パ
ーV

ス.
テ
イ
ブ
ル
や
デ
ポ
ソグ
ー
ャI

に
お
い
で 

:

‘

は
ァ
：ン
ト.
ヮ
ー
プ
か
ら
顧
入
し
た
，綿
絲
を
材
料
と
す
る
上
質
レ
ー
ス
が
盛 

-

V

ん
來
製
造.;$
れ
る
ょ
.
ぅ
：|

な
：っ
：た
。
亡
命
者
は
こ
の
，ほ
か
に
窓
ガ
ラ
ス
や 

■ /

ガ
ー
プ'
ス
製
品
の
：

H
場
を
も
創
設
し
、

：

又
製
紙̂

^

の

に

資

す

る

こ

と
.

:;:
'
-:.
;

，多
太
で
あ
夕
た
ブ
ィ
ギ
リ
ス
忆
お
げ
る
金
屬

H

槳
の
發
展
に■

す
る
亡
命,

*
 
.
 

-广
- 

X
. 

拿
.
.

(

.

潢
の
功
績
は
無
視̂

難
い
し
、
又
多
く
め
寶
耵
職
人
：の
來
往
を
機
芯
貴
金

.

.

.

;

屬
の
細
エ̂

術
.

%

大
い
に
進
步
し
た
。
尙
農^

に
對
す
.
る
«
獻
に
つ
い
て 

は
肥
料
の
侦
用
が
敎
示
さ
れ
で
生
產
が
增
大
し
.
た
だ
け
で
は
な
い
。
_
亡

命•
 

箸
に
1依
つ
て
.
新
種
の
根
楽
や
野'菜
が
紹
介
さ
れ
，た
程
で
あ
り
、
f

の
迤 

.
'
炭
に
對
す
る
亡
命
新
教
徒
.の
寄
興
は
イ
ギ
リ
ス
一
國
に
つ
い
て
見
で
も
實 

,

に
華
.

.々

し
-:
<

も
:&
--
0

又
务
<.
:

も
多
方
面
に'
亙
つ
て
い
た
の
で
あ
つ
た0 

■
■
. 

、■:
:
:

迫
害
を
避
け
て
國
外
に
散
佳
し
^

ユ
：グ
.
ノ
：厂
敎
徒
も
亦
績
ケ
傳
澈
に：'

:

貢
獻
し
た
重
耍
な
他
の':ー
_
令
あ
つ
た
。
亡
命
者
ば
高
^

な
技
術
を
移
伟 

先
に
：：お

い

て

霜

し

、
.

：
が
く
し
ー
て
：
亡

命

潸

の

奮

1.
た
如
何
な
る
地
域
に
ノ 

,:
_

お
.
い
：ズ
も
技
術0
顧
著
な
發
展
を
風
た;0
'.:|.六 

:

止

は

，
フ

ラ

乂

ス

'
經
濟
を
相
當
に
衰
退
さ
せ
た^'
他
面
に
お
い
て
技
術
の 

V

廣
範
.な
普
及
と
い
ぅ
か
か
る
大
き
な
結
果
を
伴
な
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

.

.

,:
■
•

例
え
ぼ
、；
ド

イ

ツ

の

兹.に
散
住
し
：た
亡
命
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
' 

早
く
.
か
ら
著
名
で
あ
つ'
だ
あ
ら
ゆ
る
種
類
の0:
證

產

を

開

始

し
.

て
い
；
 

た
。ゝ.
.1_
:

命
者
は
.
.ド
イ
ッ
.
.の
諸
都
取
に
？
1

^

物
0:

爆
％
創
|

取
:1
>
.
た
.
し
、へ
^
た
い,
 

_

こ
_€)
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に
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お
げ
る
リ
ボ
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.手
袋
•
.
レ
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ス
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||
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靴
|
^
_
.ブ
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ト
帽
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■
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.

廒
®

の
製
造
の
開
始
も
同
じ.亡
•
毹
者
に
纏.わ̂
,

重
要
な
嫂
績
：
-S

部
パ 

:
で
あ
つ
杰̂

選
擧
廣
も
亦
ア-
フ-
ゾ
ス
か
ら
の
亡
^
者
迄
對
し
緻
太
众
猨
助 

を
與
ぇ
、パ
經
濟
活
動̂

對
オ
.

^

交
援
は
.H.
.-f

-货

戰
爭
r

.

依
る
荒
廢
が
甚'
だ
.

:

' 

t

が
つ
だ
南
ド
イ
ツ
に
：おW

て
と
：く
に
强
カ.で
あ
冷
た
が
、
亡
命
者
の
大 

’

部
分
が
農
民
で
あ
づ
た
た.め
、
：：

H

業
發
展
の：

萠
葡
が：

觅
ら
れ
て
も
、
そ
の 

.

後
に
お
け
る
經
過
は
必
ら
ず
し
も
順
調
な
も
の
で
は
な
か
や
た
^
寧
ろ
ぞ 

イ
ツ
の
燦
合
、
亡
命
新
教
徒
に
依
る
影
響
は
農
i

jf
i

i

に
，お
，い
て1

層
著
し 

V
、

'

:

'
■

:

論
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文
.
.
.
'紹
•■
:

介

.

.

.
：
：
ぐ

■
.

:

A
 .

:

■

.

く
.
、'
新
教
徒
の
來
住'
を
機
に
耕
地
は
擴
大
し
、
燊
，

‘

煙
草
ン
湖
‘

ァ
.ス

パ
。

.

ラ
ガ
ス
V

花
キ
ャ
.
ベ>

.;

馬
鈴
薯
.

，
高
級
果
樹
•
大
靑
等
が
紹
介
さ
れ
て 

ド
イ
ッ
農
業
は
好
況
を
迎
え
る
こ

A
J
:

が
出
來
だ0

で̂

っ
た
。
.

■

、
.

II
*
命
者
.
.の
.遁
入
.に
依
つ
て
イ
ギ
リ
ス
.も

亦

多

大

の

影

響

を

蒙

っ

た

，。

早
 

く

も
lh
f
:'y
;K
.
.
:
s
^
^

'>
.i
.
r-;
»;
丨

に

は

ッ-T'

ル
‘
リ
ヨ
 

y

. ニ
|-
ム

の

絹
：
.

織
物
職
人
が
來
住
し
、
.

ダ
マ
ス̂

ス
緞
子
バ
琥
鬚
ン
全
襴‘

波
紋
布
，

. 

〉

糯

子
.-

縞
天
#

が
柑
來
る
よ
ぅ
に
纪
や
た,0
イ
尤
ズ
イ
ー
ス
チ
に
お
か
て
は 

.

嘛
相
が
作
ら
作
へ
：冠

ガ

ラ

ス.%
淑
ガ
：ラ
：ス
み
エ
：場
が
增
設
さ
れ
た
。
：.ギ
ャ

.

. 
ノ 

-
フ
コ
.
捺
染
法
；.
良
質
紙
め
製
法
も
同
時
に
傳
わ
：り
、
當
時
.イ
ギ
リ
ス
に
お

.
， 

.

い
て
は
：フ
ラ
：
x

:x
.

の
籍
が
非
常
に
尊
重
；さ
れ
、

「

.
フ
ラ
シ
ス|

g

の

名

人

が
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な
け
れ
ば
何
も
寶
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こ
と
が.出
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な
い」

程
で
あ
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の
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で
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新
敎
貌
は
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住
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誌

ー
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既
^

へ

、
ル
、
：

■

物
”

■

意

織

物

窗

蒸

運
w

藥
等
の
製
造
に
哄
能
な
人
々
で
あ
り
、
厄
介
な
闖
入
渚
と
呼
ば

.

れ
、
手
强 

い
競
钳
激
と»

做

さ

れ1
部
か
’

ら
敵
視
さ
れ
な
が
ら
も
、

と
に
か
く
|亡
命 

■

し
た
.

先
.

々
に
お.
い
，て.
經
濟
の
發
展
に
：貢
獻
す
る
と
こ
ろ
大

.

で
あ
'

つ.
た
0

.

. 

海
を
越
え
て
逃
避
し
た
新
教
徒
の
場
合
も
幸
い
に
し
て
ノ
ー
リ
ッ

■

チ
、

T
1

ル

チ

，

H

ス

タ

ー

、
-
サ

ザW

ト

シ

、

カ

ン
.
タ
丨
ベ
リ
.
丨
、：
メ 

—

ド
ス
卜 

•

—

:'
/

の
谷
割
市
を
始
め
、-ド
.
I
.
_
.ヴ
ァ
I

、
サ
ン
ド
ウ
ィ
タ
チ
、
.

へ.
.ス
チ
シ
.

-

グ
X

、
へ
：
ロ

丄

ゼ

丨

.'
,
.
>ハ
イ
ス
：の
.五

嬰

;-

と
：を

許

さ
tt

：：
：

た？
：
' 

::
:

_

な

披

術':
(
0
.斿

ぢ

主.：で
あ.っ
た
：
こ
.れ

等

：の

亡

命

者

は

上

述

1;
.た

諸

都

市 

の
い
づ
れ
に
對
し
て
も
班
大
介
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
.
果
し
て
亡
胄
矹
敎 

:

徒
が
演
じ
た
役
割
に
は
實
際
如
何
な

る
も
の
が
あ

つ
.た

と

い

ぅ

の

で

あ

，ろ 

う
か
。
特
に
ケ
ゾ
.ト
：

I： ;

メ
.
1
ド
ス
ト
I

ゾ
の
場
合
は
如
何
。

■

-
 

’ 
：

'■
/

ザ
五
六
七
年
六
月
に5

丨
ド
ス
：卜
丨>

市
長
ば
亡
命
新
敎
徒
の
：招
斷
を 

申
し
出
た
。
：
そ
七
て
特
に
セ
ィ

〔

サ
ー
、ジ〕

、
モ
カ
ド.
ゥー

.〔

安
物
の
ビ
ロ 

:

:

丨
ド〕

、
グ
ロ
グ
レ
：イX
H

:

力
ム
レ
ッ
ト〔

粗
織
の
：布〕

\

や
：ル.
：
ッ

七

；ル
-.
'

〔

糯
 

V

子

の

：
：

.一.
毺
H

の
製
造
者
:,
ア
ィ
ア
パ丨

〔

綺
織
の
.

リ
ン
ネ
ル
布〕

、
緩
織
や
' 

，'
リ
夕
ネ
ル
の
根
、
袋
抱
、
乂

タ

メ

ッ

ト

〔

毛
織
物
の
一
へ
種
：！、
ベ
.V

X
I

等

」 

な
薄
手
の
毛
織
物〕

、
フ
リ
サ
ド
ゥI

〔

少
し
%.

知
ら
れ
て
'
い
な
い
上
質
も
；

■■

の〕

、
フ
ラ
：Vダ
ー
ズ
の
宅
織
物
、..
：
羽
根
入
の
敷
蒲
團
を
包
む
丈
夫
な
相

、
'
' 

ア
ラ
ス
織
の
壁
掛
や
綴
織
の
：掛
布
の
織
工

.眞
鍮
鎺H

師
•スT

ィ
シ
革
、
. 

フ
：：ラ
：

X

ダ
ー
ズ
；の
糧
い
鋪
瓦
や
補
瓦
、

_
:自
色
の
：上
質
紙
や
褐
色
の
粗
紙
、

':
' 

.婦
人
用
胴
截
や
頭
巾
及
び
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
武
器
や
火
藥
の
製
法
に
經
驗

. 

あ
る
考
：'

「

1
股
の
利
益
の.於
め
：に
必
耍
で
も
有
用
.で
も

ぁ

る

が

：
、
，
そ

こ

6-
'

.

:

て

雙

V
;

:'
ン

で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
多
く
の
他
の
技
術
や
知
識

」

を
持
つ
.
人
々
を
希
望. 

ー
ン
し
て
來
た
。
/5
V

:<
;

-L

て 

ーロ.シ
ド
章
に
；

1

先
ず
落
着
い.
た
著
の
，ぅ̂

か
ら
使
..
- 

'■
;

兩
人
ゼ
含
め4
11
!

:

帶
最
高
十>

f

人
を
越
え
な
い.
三
十
家
族
が
許
ざ
れ
て
：早 

く

も

一

五

六

八

年

，に

は

メ

ー

ド

ス

ト

I

ン
に
來
住
し
、
主
と
し
て
衆
フ
ラ

. 

'

ン
ダ
I

ズ
の
-

了

べ

ル

、
デ
イ
ン
ズ
、
ガ
ン
の
爪
身
渚
で
あ
つ
た
こ
れ
等 

ン
の
技
術
者
はT:

五
八
：五
年
に
は
四
十

1

一.一
家
篇
百
十
五
入
ぬ
增
加

4
、：

ヮ
イ 

.

ク
街
:̂

中
心
：ど;
し
ヤ
旺
盛̂

^

濟
_

に
從
事
し
て
い'
た

：
の
，
で

あ

つ

.
た
？ 

:

.

來
住
者
の
大
部
分
：ば
：メ
丨
^

ス

ト

ー

ン

に

お

：
い
_
て

も

宅

織

物

や

讓

物
 

.

の.
製
造
溝
で
あ.
つ
た
。
袋
布
、.
ベ
イ
、.V

ロ
グ
レ.
イ
ゾ
が」

五
六
八
年
に 

.
'
.
.は
既
に̂

丨
.

.
.̂
'
ス
ト
丨̂

の̂

期
市
に
私
い
て
小
寶
さ
れ
、：
文
.j 

■五
六
.九 

年
に
は
グ
ロ
グ
レ
イ
ン
、

モ
カ
ド
ゥ

ー

，、
袋
布
、
.
宅
織
物
が
こ
の
都
市
に 

:

お
い
て
實
際
に
生
產
さ
れ
る
ょ
：ぅ
に
な
0'

て
い
た
。>」

れ

等

は

新

型

.
の

織 

物
と
し
て
知̂,
'

i

た
■
が市場において

^

^

さ
れ
る
前
に
亡
命
者
の
間. 

!■
.
.
-
か

ら

任

命

さ

れ

た

撿

查

官

の

雜

查

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

規

定

が

あ
 

，
り
、
そ
の
手
數
料
と
し
て
袋
^

一'
.反
に
附
い.
て

1
,

片
、'
大
幅
の
宅
織
物
、

:'

グ
：

ロ：：

グ
レ' 
イ
シ
各
：一
反
：に
附
ぎ
四
片
、

ベ
イ
ー
反
に
附
い
て
同
じ
く
四
片 

:
■:

の
割
合
で■

か
ら
徵
收
さ

，

れ
た
金
額
の
全
部
が
そ
の
儘
こ
の
都
市
の
有 

:

へ
カ_な
財
源
と
な:̂
:

、. :

從
つ
：
て
財
政
的
收
入
の
面
に
對
す
る
.寄
與
に
お
い
て 

:
:
こ
れ
等
め
亡
命
者
が
果
し
た
役
割
ば
相
當
に
犬
で
あ
つ

.

た
と
.見
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い.
で

あ

ろ
.

■;
;
:
:

ぃ
..,

，
ニ

へ
こ
れ
等
の
亡
.
命
者
の
影
響
ば
然
し
單
に
經
濟
的
な
面
に
お
い
て
認
め
ら

. 

れ
た
と
い
ぅ
だ
け
で
は
な.か
つ
た
。
優
秀
な
技
術
者
と
し
て
最
初
か
ら
尊 

重
さ
れ
て
住
居
の
保
乾
を
す
ら
得
て
い
た
こ
れ
等
の
亡
ぬ
^
^
同
時
に
有

能
：な
敎
肺
と
な
り
こ
め

.

都
市
の
人
々
の
.た
め
の
技
術
指
導
に
當
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
又
熟
練
を
要
し
な
い
仕
事
に
對
し
て
は
-

者
を 

宠
常
す
ゐ
こ.と
が
强
耍
さ
れ
て
い
た
。

か

く

し

て

來

住

者

は

「

紐
が
せ
た
；
 

り
他
の
仕
事
に
使
っ
.た

<;
;

レ
た‘
こ
.と
の
，た
め
に
貧
芝
な
人
々
に
と
つ
て#
 

常
.

な
助
け
と
な
り

」「

怠
惰
を
か
な
り
除
い
た
り
遠
ざ
け
た
り
し
て
い
る

」 

の
で
あ
っ
た

T

大
人
し
く
て
有
爲
.
な
外
國
人」

.

は
か
.

く
し
：て
こ
.

の
都
市
の 

氣
風
.

の
刷
新
にib, 

0
の
財
政©

に
お
.け
る
寄
興
と
並
ん
で
か
か
る 

面
に■
對
す
る
影
響
も
览
遁
し
難
い
.役

割

の

•

っ
と
い
ぅ
べ
きで
あ
ろ
ぅ
。

亡
命
者
^'
メ
ー

,K

ス
ト

ー

シ

に

おい
て
.か
く
も
勢
力
が
あ'
っ
た
が
.
、
ヶ
_

:

ッ
卜
州
に
來
往
し
た
織
物
業
者
が
ジ

H

ィ
ム
ー
世
の
壓
迫
か
ら
國
外
に
退 

敗
す
る
に.
及
ん
で
.

メ
ー
ド
ス
.ト
ー
ン
の
新
敎
徒
も
禅
度
の
移
住
を
餘
籐
な 

く
さ
れ
た
。
.か
く
し
で
從
來
迄
亡
命
者
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
織 

ゝ
物
生
產
は.
こ
の
都
市
に©

往

す

夺「

王
國
生
れ
のis
民」

：.の
手
に
移
っ
て 

行
っ
.
た
が
、
亡̂

者
の
下
疋
.
お
い
て
習
得
し
た
未
熟
な
技
術
を
以
て
し
re
. 

は
そ
の
維
捋
も
困
難
な
程

P

あ
：っ.
て
、
織
物
生
產
の.主
要
な
f

は
一
ふ
ハ 

て
〇
苹
迄
に
は
完
全
に
沒
落
し
；て
し
ま
づ
て
い
た

。

..
'
'
:但

じ「

外
國
坐
れ
や 

そ
の
子̂
5」

を
含
め
.
.て

も

當

時

撤

か

に

'-
*
一

十

三

人

に

ii

ぎ
■な
か
つ
た
と
い
.、
 

ぅ
殘
留
漭
の
大
部
分
が
メ
ー
ド
ス
ヾ
ト
ー
ゾ
の
縫
絲
生
產
を
依
然
と
し
て
撒
，
 

占
し
、.
熟
練
を
要
し
な
い
仕
事
に
土
着
の
人
.
々
を
使
用
し
た
以
外
は
生
藤.

.

の
：
實

際

苘

に

議

關

係

し

て

い

た

か

ら

、
.
，
メ

 

I

/

K

.ト
丨
シ
め
縫
絲
坐
產
：
 

.

に

お

い

て

夂

れ

等

の

外

國

人

が

果

し

て

へ

い

た

役

割

ば

相

當

に

根

强

：く

>

''
.
メ 

I

ド

..ス

ト
I

の
'
縫

絲

が
：
.
.--
-
1
ォ」

フ
シ.
ダ

，人..の

品

物

」

'

と̂

ば

れ

た

の
:%

決
...
 

し
て
偶
然
な
こ
と
で
呔
な
か
っ
た
の

.
で
あ
つ
た
。

C

漉
遜
國
廣〕

W

*

H

，
ホ
ス.■
フ
オ
i

ド
：
. 

'

.

:

、『

第
十
七
世
紀
の
圍
牆
に
關
す
る

T

目
擊
者
の
報
告』

H. 

,
H;o
.r
w:.
H
»
o
r
d
,
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)

圆
牆
に
關
し
て
は
當
事
者
の
書
い
た
記
錄
が
殘
つ
て
い
な
い
。
宰
い
發 

見
さ
れ
た
一
目
擊
者
の
報
告
に
依
つ
：て
ケ
ィ
ソ
ー
ブ

(

ィ
ン
グ
ラX

ド
東
. 

部

の

！.S

に
お
け
る
園
牆
の
實
懷
を
知
る
こ
ど
'
,が
出
來
た
が
>
貴
重
な 

乙
の
記
録
の
發
見
は
ヽ
第
十
八
•
世
紀
に
お
い
：て
寧
ろ
普
通
に
見
ら
れ
た
收 

:
羊
の
た
め
以
外.
の
圍
牆
の
非
常
に
.早
い
實
例
を
傅
ぇ
ズ
い
る
と
い
ぅ
意
味 

に
お
い
て
も
正
に
有
意
義
な
發
覓
で
あ
.

つ
た
’

の
で
あ
る--
0

*

,
' 

.圍
牆
を
懸
命
に
主
張
し
た
の
は

「

ま
だ
っ
た
自
由'
土

地

保

有

者

」

：
.
で

あ 

っ
た
。.

」

卽
ち「

苦
勞
や
負
擔
、
そ
れ
と
耕
作
に
依
る
農
業
の
方
法
：に
.纏
わ
る 

他
の
酷
い
•

苦
痛
を
嫌
が
っ
て
、
又
.は
主
と
し
て
自
分
等
の
土
地
を
改
丧
し 

ょ
ぅ
とi

ぅ
期
待
か
らj

圍
牆
を
煽
動
し
た
の
で
あ
り
、

「

强
力
に
反
對
す 

る
た
，め
の
金
銭
も
勇
氣
も
持
'
た
な
か
っ
た」

中
以
下
の
結
局
こ
れ
に
追
從 

す
る
以
外
に
な
が
っ
た
。
.

自
分

等
が「

家
族
を
扶
養‘す
るA

J

と

が

.
出

來

た 

:.

の
は
庫
に
農
園
や
小
屋
に
依
っ
た
ば
加
り
で
な
く
、
勞

働

や

奪

：に
あ
っ 

.

た
仕
事
.
に
も
依
っ
た
が
、
園
牆
の
た
め
こ
の
仕
事
も
1
'
緖
に
暮
す
樂:1
.
み 

.

も

纪

各

る

に

違
.̂

及
い」

.

^

對
者
の
か
か̂

酷
い
落
膽
に
も
狗
わ
ら
ず_
 

I

計
霤
をM

行
す
.
る
た
.
め
あ
ち
ゆ
る
面
で
か..な
り
恵
ま
れ
たJ

主
張
瀞
に‘


